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中
国
研
究
集
刊 

崗
号
（
総
五
十
四
号
）
平
成
二
十
四
年
六
月　

一
︱
一
五
頁

山
片
蟠
桃
『
夢
ノ
代
』
雑
書
篇
訳
注（
一
）

岸
田
知
子

一
、
テ
キ
ス
ト
は
、
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
写
本
を
底
本
と
し
、

こ
れ
に
句
読
点
等
を
施
し
た
日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書
店
）

本
を
参
照
し
た
。

一
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

一
、
コ
ト
、
ド
モ
を
記
す
記
号
は
カ
ナ
表
記
に
改
め
た
。

一
、
送
り
仮
名
・
振
り
仮
名
の
う
ち
片
仮
名
は
底
本
に
よ
る
。
平

仮
名
は
訳
注
者
が
施
し
た
。

一
、
底
本
の
欄
外
書
き
込
み
は
（
欄
外
︰
）
と
し
て
該
当
箇
所
に

挿
入
し
た
。

一
、
各
章
の
タ
イ
ト
ル
は
訳
注
者
が
つ
け
た
。
な
お
、
注
は
な
る

べ
く
わ
か
り
や
す
く
詳
し
く
書
い
た
。

　
　
　

夢
ノ
志
呂
巻
之
八

　
　
　
　

雑
書
第
八

一
、『
史
記
』
の
配
列
に
つ
い
て

揚
慎
①
曰
、「
尚
書
首
ハ
ジ
メ
ト
シ

二
尭
典
舜
典
ヲ

一
、
春
秋
首
ト
シ

二
隠
公
ヲ

一
、

世
家
首
ト
シ

二
泰
伯
ヲ

一
、
列
伝
首
ト
ス

二
伯
夷
ヲ

一
②
、
貴
ブ

レ

譲
ユ
ヅ
リ

③
也
」

ト
。
シ
カ
ル
ニ
コ
レ
偶
然
ノ
ミ
。
譲
ヲ
貴
ン
デ
此カ
ク

ノ
ゴ
ト
キ
ニ
ア

ラ
ザ
ル
也
。
古
書
二
典
④
ヨ
リ
先
ナ
ル
ハ
ナ
シ
。
春
秋
ノ
起
リ
イ

カ
ン
ヲ
シ
ラ
ザ
レ
ド
モ
隠
公
ヨ
リ
始
マ
ル
モ
ノ
ハ
魯
ノ
史
記
⑤
コ

ノ
時
ヨ
リ
委く
わ

シ
キ
ナ
ル
ベ
シ
。
史
記
ノ
世
家
⑥
呉
ヨ
リ
久
シ
キ
ハ

ナ
シ
。
宋
・
祀
⑦
ト
イ
ヘ
ド
モ
ミ
ナ
武
王
ノ
封
ズ
ル
処
ナ
リ
。
列

伝
モ
亦
シ
カ
リ
。
伯
夷
ヨ
リ
先
ナ
ル
ハ
ナ
シ
。
伊い

尹い
ん

・
傅ふ

説え
つ

⑧
ノ

伝
ヲ
作
ラ
バ
コ
レ
ヲ
始
ト
ス
ベ
シ
。
伯
夷
ニ
始
マ
リ
管
・
老
・
司

馬
・
孫
・
伍
⑨
コ
レ
ニ
次
グ
。
ミ
ナ
大
テ
イ
年
次
ヲ
以
テ
ス
ル
モ

ノ
。
晏
・
荘
・
申
・
韓
・
呉
⑩
ハ
同
国
同
徳
同
姓
等
ノ
因
ヲ
以
テ

（ 1 ）



附
ス
ル
ナ
リ
。
ソ
ノ
余
ミ
ナ
コ
ノ
類
ナ
リ
。
シ
カ
ル
ニ
徳
ヲ
褒ホ
ウ

シ

不
徳
ヲ
貶ヲ
ト

シ
、
大
史
公
⑪
ノ
次
序
⑫
ヲ
前
後
シ
、
サ
マ
〴
〵
ノ
評

ヲ
ナ
ス
コ
ト
ミ
ナ
誤
ナ
リ
。
孔
子
・
陳
渉
ノ
世
家
⑬
ヲ
始
メ
、
ミ

ナ
ソ
レ
〳
〵
ノ
意
ノ
有
ル
処
ハ
大
史
公
ノ
自
序
⑭
ニ
テ
シ
ル
ベ

シ
。
遷
モ
亦
大
賢
ニ
ア
ラ
ズ
。
大
テ
イ
ニ
ミ
ル
ベ
シ
。

【
注
】

①�

一
四
八
八
～
一
五
五
九
。
明
代
の
学
者
。
字
は
用
修
、
号
は
升

菴
。『
升
菴
詩
話
』
十
四
巻
、『
升
菴
文
集
』
四
十
巻
、『
升
菴

外
集
』
百
巻
な
ど
が
あ
る
。

②�

『
尚
書
（
書
経
）』
は
堯
典
（
底
本
で
は
略
字
「
尭
」
を
用
い

る
）・
舜
典
を
冒
頭
と
し
、『
春
秋
』
は
隠
公
元
年
よ
り
始
ま

る
。『
史
記
』
の
世
家
は
呉
太
伯
世
家
（
太
伯
は
泰
伯
の
こ
と
）

を
第
一
と
し
、
列
伝
は
伯
夷
列
伝
を
第
一
と
す
る
。

③�

堯
は
舜
に
、
舜
は
禹
に
禅
譲
し
、
魯
の
隠
公
は
桓
公
に
譲
位
し

た
。
周
の
泰
伯
は
父
大
王
の
意
志
を
汲
ん
で
末
弟
の
季
歴
（
文

王
の
父
）
に
後
嗣
を
譲
り
、
呉
に
行
っ
た
と
さ
れ
る
。
伯
夷
は

弟
の
叔
斉
と
嗣
を
譲
り
合
っ
て
故
国
を
出
た
。
す
べ
て
位
を

譲
っ
た
人
を
巻
首
に
お
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
譲
位

を
尊
重
し
て
い
る
と
揚
慎
は
考
え
た
。

④�

『
尚
書
』
の
堯
典
・
舜
典
を
い
う
。

⑤�

こ
こ
は
史
官
の
記
録
の
意
味
。

⑥�

『
史
記
』
は
前
漢
・
司
馬
遷
撰
。
司
馬
遷
は
も
と
の
職
名
「
太

史
令
」
に
因
み
、
自
ら
太
史
公
と
名
乗
っ
た
か
ら
、
そ
の
書
は

『
太
史
公
書
』
と
呼
ば
れ
、
後
漢
こ
ろ
か
ら
『
史
記
』
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
史
記
』
百
三
十
巻
の
構
成
は
、
十
二

本
紀
（
帝
王
の
伝
記
）、
十
表
（
年
表
類
）、
八
書
（
専
門
分
野

の
記
録
）、
三
十
世
家
（
諸
侯
の
伝
記
）、
七
十
列
伝
（
臣
民
の

伝
記
）
で
あ
る
。

⑦�

「
祀
」
は
杞
の
誤
り
。
宋
は
周
の
武
王
が
殷
の
紂
王
の
庶
兄
微

子
を
封
じ
た
国
。
杞
は
禹
の
子
孫
東
楼
を
封
じ
た
国
。

⑧�

伊
尹
は
殷
の
賢
人
。
湯
王
を
助
け
て
夏
の
桀
王
を
討
ち
、
殷
の

開
国
に
大
功
が
あ
っ
た
。
傅
説
は
殷
の
高
宗
の
賢
相
。
高
宗
が

夢
を
見
て
土
木
工
事
の
人
夫
の
中
か
ら
見
い
だ
し
た
と
い
わ
れ

る
。

⑨�

『
史
記
』
列
伝
は
伯
夷
列
伝
に
続
き
、
管
晏
列
伝
第
二
（
管

仲
・
晏
嬰
）、
老
子
韓
非
列
伝
第
三
（
老
子
・
荘
子
・
申
不

害
・
韓
非
）、
司
馬
穣
苴
列
伝
第
四
、
孫
子
呉
起
列
伝
第
五

（
孫
武
・
孫
臏
・
呉
起
）、
伍
子
胥
列
伝
第
六
と
な
る
。

⑩�

晏
子
（
嬰
）・
荘
子
・
申
不
害
・
韓
非
・
呉
起
の
こ
と
。
注
⑨

に
あ
げ
た
よ
う
に
『
史
記
』
列
伝
で
晏
嬰
は
管
仲
と
、
荘
子
・

申
不
害
・
韓
非
は
老
子
と
、
呉
起
は
孫
子
（
孫
武
・
孫
臏
）
と

そ
れ
ぞ
れ
同
じ
列
伝
に
配
せ
ら
れ
て
い
る
。

⑪�

正
し
く
は
太
史
公
。
司
馬
遷
の
こ
と
（
注
⑥
参
照
）。
底
本
で

（ 2 ）



は
「
大
史
公
」
と
書
く
こ
と
が
多
い
。

⑫�
順
序
。
次
第
。

⑬�

諸
侯
の
伝
記
で
あ
る
世
家
に
、
孔
子
世
家
第
十
七
・
陳
渉
世
家

第
十
八
が
含
ま
れ
て
い
る
。

⑭�

『
史
記
』
列
伝
の
最
後
（
第
七
十
）
に
司
馬
遷
の
自
伝
「
太
史

公
自
序
」
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
孔
子
と
陳
渉
を
世
家
に
入
れ
た

理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

・�

周
室
既
衰
、
諸
侯
恣
行
、
仲
尼
悼
礼
廃
楽
崩
、
追
脩
経
術
、

以
達
王
道
、
匡
乱
世
反
之
於
正
、
見
其
文
辞
、
為
天
下
制
儀

法
、
垂
六
芸
之
統
紀
於
後
世
、
作
孔
子
世
家
第
十
七
（
周
室

既
に
衰
へ
、
諸
侯
恣
行
す
。
仲
尼
、
礼
廃
れ
楽
崩
る
を
悼
み
、
経
術
を

追
脩
し
、
以
て
王
道
を
達
し
、
乱
世
を
匡
し
、
こ
れ
を
正せ

い

に
反か

へ

さ
ん
と

し
、
其
の
文
辞
を
見あ

ら

は
し
、
天
下
の
為た

め

に
儀
法
を
制
し
、
六
芸
の
統
紀

を
後
世
に
垂
る
。
孔
子
世
家
第
十
七
を
作
る
。）

・�

桀
紂
失
其
道
而
湯
武
作
、
周
失
其
道
而
春
秋
作
、
秦
失
其

政
、
而
陳
渉
発
迹
、
諸
侯
作
難
、
風
起
雲
蒸
、
卒
亡
秦
族
、

天
下
之
端
、
自
渉
発
難
、
作
陳
渉
世
家
第
十
八
（
桀
・
紂
、

其
の
道
を
失
ひ
て
湯
・
武
作お

こ

り
、
周
、
其
の
道
を
失
ひ
て
春
秋
作
る
。

秦
、
其
の
政
を
失
ひ
て
、
陳
渉
、
迹
を
発
し
、
諸
侯
、
難
を
作
し
て
、

風
起
こ
り
雲
蒸
し
、
卒
に
秦
族
を
亡
ぼ
す
。
天
下
の
端
、
渉
よ
り
難
を

発
す
。
陳
渉
世
家
第
十
八
を
作
る
。）

【
現
代
語
訳
】

楊
慎
が
い
う
、「『
尚
書
』
は
堯
典
・
舜
典
を
、『
春
秋
』
は
隠

公
を
、『
史
記
』
世
家
で
は
泰
伯
を
、
列
伝
で
は
伯
夷
を
最
初
に

あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
譲
る
こ
と
」
を
尊
重
す
る
か
ら
で
あ

る
」
と
。
し
か
し
、
こ
れ
は
偶
然
に
す
ぎ
な
い
。「
譲
る
こ
と
」

を
尊
重
し
て
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
堯
典
・
舜

典
よ
り
も
古
い
書
は
な
い
（
だ
か
ら
最
初
に
あ
る
の
だ
）。『
春

秋
』
が
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
隠
公
か

ら
始
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
魯
の
史
官
の
記
録
が
こ
の
時
か
ら
詳

し
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
史
記
』
の
世
家
（
で
取

り
上
げ
る
諸
侯
国
）
で
呉
よ
り
古
く
か
ら
あ
る
も
の
は
な
い
。
宋

や
杞
と
い
っ
て
も
、
ど
ち
ら
も
周
の
武
王
が
封
じ
た
国
で
あ
る
。

列
伝
も
同
様
で
あ
る
。
伯
夷
よ
り
以
前
の
人
は
い
な
い
。
伊
尹
や

傅
説
の
列
伝
が
作
ら
れ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
ら
を
初
め
と
す
べ
き
で

あ
っ
た
ろ
う
。
伯
夷
か
ら
始
ま
っ
て
、
管
仲
・
老
子
・
司
馬
穣

苴
・
孫
子
・
伍
子
胥
の
列
伝
が
続
い
て
い
る
。
み
な
、
た
い
て
い

年
代
順
で
並
ん
で
い
る
。
晏
子
・
荘
子
・
申
不
害
・
韓
非
・
呉
起

は
、
同
じ
国
で
あ
る
と
か
同
程
度
の
徳
性
で
あ
る
と
か
同
じ
姓
な

ど
の
理
由
で
、
上
記
の
列
伝
に
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
も
み

な
こ
の
類
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
徳
を
ほ
め
不
徳
を
貶
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
司
馬
遷
の
並
べ
た
順
序
を
前
後
さ
せ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

評
価
を
す
る
こ
と
は
、
み
な
誤
り
で
あ
る
。
孔
子
世
家
や
陳
渉
世

（ 3 ）



家
を
始
め
と
し
て
、
ど
れ
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
意
図
が
あ
る
こ
と

は
、
太
史
公
自
序
に
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
司
馬
遷
も
大
賢
人

で
は
な
い
。
ほ
ど
ほ
ど
に
見
る
べ
き
で
あ
る
。

二
、
君
子
の
細
心

楽が
く

正せ
い

子し

春し
ゆ
ん、

足
ヲ
破
リ
テ
、
孝
ヲ
忘
レ
タ
ル
ヲ
憂
フ
①
。
甚
シ
キ

ニ
似
タ
リ
。
シ
カ
ル
ニ
君
子
ハ
精
白
紙
ノ
ゴ
ト
シ
。
小
人
②
ハ
紺

紙
ノ
コ
ト
シ
。
ソ
ノ
余
ノ
中
人
ハ
、
黄
ア
リ
、
青
ア
リ
、
碧ヘ
キ

緑
リ
ヨ
ク

ア
リ
、
赤
紅
ア
ル
ガ
ゴ
ト
キ
也
。
ソ
ノ
白
紙
タ
ル
ヤ
、
一
点
ノ
墨

付つ
き

タ
レ
バ
精
紙
ニ
ア
ラ
ズ
。
自
カ
ラ
憂
フ
ベ
シ
。
傍
人
モ
亦ま
た

コ
レ

ヲ
惜
ミ
、
穢ケ
ガ
レタ
リ
ト
ス
。
君
子
ノ
小
過
ヲ
憂
フ
ル
コ
ト
カ
ク
ノ
ゴ

ト
シ
。
小
人
ノ
紺
紙
ニ
一
点
ノ
白
キ
ア
レ
バ
、
此
ヲ
カ
ザ
リ
テ
、

世
ニ
モ
珍メ
ヅ
ラシ

ク
思
ヒ
テ
人
ニ
ホ
コ
ル
。
ソ
ノ
満
紙
ニ
墨
ヲ
コ
ボ
ス

ト
イ
ヘ
ド
モ
、
ツ
イ
ニ
憂
ト
セ
ズ
。
亦
コ
レ
ヲ
見み

分わ
か

ツ
コ
ト
ナ

シ
。
或
ハ
青
・
黄
・
碧
・
赤
ノ
紙
ニ
至
リ
テ
ハ
、
小
疵キ
ズ

ヲ
ウ
ケ
テ

憂
フ
ル
コ
ト
ナ
ク
、
小
白
ヲ
ウ
ケ
テ
誇ホ
コ

ラ
ズ
。
少
シ
ニ
テ
モ
濃コ
キ

ニ

至
レ
バ
、
尚な
お

サ
ラ
ニ
大
疵
ヲ
イ
ト
ハ
ズ
。
ダ
ン
〴
〵
ト
淡ウ
ス

キ
ホ

ド
、
イ
ヨ
〳
〵
小
悪
ヲ
オ
ソ
ル
。
ユ
ヘ
ニ
君
子
ハ
、
不
正
ノ
色イ
ロ

ヲ

視み

ズ
、
不
正
ノ
言コ
ト
バヲ
聴き
か

ズ
、
不
正
ノ
コ
ト
ヲ
云
ハ
ズ
、
不
正
ノ
地

ヲ
踏ふ
ま

ズ
③
シ
テ
唯
戦セ
ン

々〳
〵

兢キ
ヤ
ウ

々
ト
シ
テ
薄ハ
ク

氷ヒ
ヤ
ウ
ヲ
フ
ム
ガ
ゴ
ト
シ
、

深シ
ン

淵エ
ン

ニ
臨
ム
ガ
ゴ
ト
ク
④
ニ
シ
テ
汚ケ
ガ

サ
レ
ン
ト
ス
ル
ヲ
恐
ル
。
小

人
ノ
コ
レ
ニ
反ハ
ン

ス
ル
ヤ
、
只た
だ

人
ヲ
聖
賢
ト
ミ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
一
点
ノ

疵
ア
レ
バ
コ
レ
ヲ
非ソ
シ

リ
、
人
ヨ
リ
恵メ
グ
ミヲ
懐ヲ
モ

ヒ
⑤

安ヤ
ス
キヲ
懐
ヒ
、
我
ニ

向
ヒ
テ
少
シ
ク
恕じ
よ
⑥
セ
ザ
レ
ハ
、
ソ
ノ
人
ヲ
責
メ
、
唯た
だ

モ
ノ
⑦
人

ヲ
君
子
ト
セ
ン
ト
ス
。
サ
テ
又
己お
の
れヲ
愚
蒙
ノ
人
ト
ミ
ル
ユ
ヘ
ニ
、

大
疵
ア
リ
テ
モ
人
ノ
正
ス
ヲ
恕イ
カ
⑧
リ
、
人
ヲ
恵
マ
ズ
、
人
ヲ
安
ン

ゼ
ズ
。
人
ニ
向
ヒ
テ
恕
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
我わ
が

マ
ヽ
ニ
シ
テ
己
ヲ
小

人
ト
セ
ン
ト
ス
。
水
戸
黄
門
君
⑨
曰
、「
主
ハ
無
理
云
モ
ノ
ト
思

フ
ベ
シ
、
臣
ハ
行ゆ
き

ト
ヾ
カ
ヌ
モ
ノ
ト
思
フ
ベ
シ
」。
ユ
ヘ
ニ
我
曰
、

「
人
ハ
小
人
ト
思
フ
ベ
シ
、
行
ト
ヾ
カ
ヌ
モ
理
コ
ト
ハ
リナ
リ
。
人
ハ
盗
賊

ト
思
フ
ベ
シ
。
盗
マ
ザ
レ
バ
君
子
ナ
リ
。
己
ハ
君
子
ト
思
フ
ベ

シ
。
盗
ミ
タ
ラ
バ
賊
ナ
リ
。
ツ
ヽ
シ
ム
ベ
シ
。
己
ハ
君
子
ト
思
フ

ベ
シ
。
行
ト
ヾ
カ
ザ
レ
バ
小
人
ナ
リ
。
ツ
ヽ
シ
ム
ベ
シ
」。
コ
レ

行キ
ヤ
ウ
ジ
ウ
ザ
グ
ハ

往
坐
臥
ノ
功
夫
⑩

怠ヲ
コ
タラ
ズ
シ
テ
、
ツ
イ
ニ
楽
正
子
春
ノ
堿イ
キ

⑪
ニ

至
ラ
バ
、
何
ヲ
カ
怨う
ら

ミ
ン
。
何
ヲ
カ
恐
レ
ン
。

【
注
】

①�

楽
正
子
春
は
曾
子
の
弟
子
。『
礼
記
』
祭
義
篇
に
次
の
よ
う
に

あ
る
。「
楽
正
子
春
下
堂
而
傷
其
足
、
数
月
不
出
、
猶
有
憂
色
、

門
弟
子
曰
、
夫
子
之
足
瘳
矣
、
数
月
不
出
、
猶
有
憂
色
、
何

也
、
楽
正
子
春
曰
、
善
如
爾
之
問
也
。
善
如
爾
之
問
也
。
吾
聞

諸
曾
子
、
曾
子
聞
諸
夫
子
、
曰
、
天
之
所
生
、
地
之
所
養
、
無

人
爲
大
、
父
母
全
而
生
之
、
子
全
而
帰
之
、
可
謂
孝
矣
、
不
虧

（ 4 ）



其
体
、
不
辱
其
身
、
可
謂
全
矣
、
故
君
子
頃
歩
而
弗
敢
忘
孝

也
、
今
予
忘
孝
之
道
、
予
是
以
有
憂
色
也
」（
楽
正
子
春
、
堂
よ

り
下
り
て
其
の
足
を
傷
つ
け
、
数
月
出
で
ず
、
猶
ほ
憂
色
有
り
。
門
弟
子

曰
く
、
夫
子
の
足
瘳
え
り
。
数
月
出
で
ず
、
猶
ほ
憂
色
有
り
。
何
ぞ
や
と
。

楽
正
子
春
曰
く
、
善
な
る
こ
と
爾
の
問
の
如
し
。
善
な
る
こ
と
爾
の
問
の

如
し
。
吾
れ
こ
れ
を
曾
子
に
聞
く
。
曾
子
こ
れ
を
夫
子
に
聞
く
。
曰
く
、

天
の
生
ず
る
所
、
地
の
養
ふ
所
、
人
よ
り
大
爲
る
無
し
。
父
母
全
ふ
し
て

こ
れ
を
生
じ
、
子
全
ふ
し
て
こ
れ
を
帰
す
。
孝
と
謂
ふ
べ
し
。
其
の
体
を

虧か

か
ず
、
其
の
身
を
辱
し
め
ず
。
全
ふ
す
と
謂
ふ
べ
し
。
故
に
君
子
は
頃け

い

歩ほ

し
て
敢
へ
て
孝
を
忘
れ
ざ
る
な
り
と
。
今
、
予
は
孝
の
道
を
忘
る
。
予

是
を
以
て
憂
色
有
る
な
り
と
）。「
頃
歩
」
と
は
半
歩
。
ま
た
頃
は

片
足
を
、
歩
は
両
足
を
進
め
る
こ
と
。
転
じ
て
、
ご
く
わ
ず
か

な
行
動
を
い
う
。

②�

有
徳
者
を
意
味
す
る
君
子
に
対
応
す
る
語
で
、
徳
の
な
い
者
、

つ
ま
ら
な
い
者
。

③�

『
論
語
』
陽
貨
篇
に
「
子
曰
、
悪
紫
之
奪
朱
也
、
悪
鄭
声
之
乱

雅
楽
也
、
悪
利
口
之
覆
邦
家
」（
子
曰
く
、
紫
の
朱
を
奪
ふ
を
悪に

く

む
。

鄭
声
の
雅
楽
を
乱
す
を
悪
む
。
利
口
の
邦
家
を
覆
す
を
悪
む
）
と
あ
る
。

ま
た
、『
淮
南
子
』
説
山
訓
に
は
「
曽
子
立
廉
、
不
飲
盗
泉
、

所
謂
養
志
者
也
」（
曽
子 

廉
を
立
て
、
盗
泉
を
飲
ま
ず
、
所
謂
志
を
養

ふ
者
な
り
）
と
あ
り
、『
後
漢
書
』
鍾
離
意
伝
に
は
「
孔
子
忍
渇

於
盗
泉
之
水
」（
孔
子 

渇
き
を
盗
泉
の
水
に
忍
ぶ
）
と
あ
る
。

④�

『
詩
経
』
小
雅
・
小
旻
に
「
戦
戦
兢
兢
、
如
臨
深
淵
、
如
履
薄

冰
」（
戦
戦
兢
兢
と
し
て
、
深
淵
に
臨
む
が
如
く
、
薄
冰
を
履
む
が
如
し
）

と
あ
る
。
お
そ
れ
慎
む
さ
ま
を
い
う
。
こ
こ
は
『
論
語
』
泰
伯

篇
に
次
の
よ
う
に
あ
る
の
に
基
づ
く
。「
曾
子
有
疾
、
召
門
弟

子
曰
、
啓
予
足
、
啓
予
手
、
詩
云
、
戦
戦
兢
兢
、
如
臨
深
淵
、

如
履
薄
冰
、
而
今
而
後
、
吾
知
免
夫
、
小
子
」（
曾
子
疾
有
り
。

門
弟
子
を
召
し
て
曰
く
、
予
が
足
を
啓ひ

ら

け
、
予
が
手
を
啓
け
。
詩
に
云
ふ
、

戦
戦
兢
兢
と
し
て
、
深
淵
に
臨
む
が
如
く
、
薄
冰
を
履
む
が
如
し
、
と
。

而
今
よ
り
し
て
後
、
吾
れ
免
る
る
こ
と
を
知
る
か
な
、
小
子
、
と
）。「
小

子
」
は
弟
子
た
ち
に
呼
び
か
け
る
言
葉
。
ま
た
、『
孝
経
』
に

は
「
身
体
髪
膚
、
受
之
父
母
、
不
敢
毀
傷
、
孝
之
始
也
」（
身

体
髪
膚
、
こ
れ
を
父
母
に
受
く
、
敢
え
て
毀
傷
せ
ざ
る
は
、
孝
の
始
め
な

り
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
論
語
』
や
『
礼
記
』
の
曾
子
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
基
づ
い
て
の
記
述
と
思
わ
れ
る
。

⑤�

『
論
語
』
里
仁
篇
に
「
子
曰
、
君
子
懐
徳
、
小
人
懐
土
、
君
子

懐
刑
、
小
人
懐
恵
」（
子
曰
く
、
君
子
は
徳
を
懐
ひ
、
小
人
は
土
を
懐

ふ
。
君
子
は
刑
を
懐
ひ
、
小
人
は
恵
を
懐
ふ
）
と
あ
る
。

⑥�
ゆ
る
す
。
大
目
に
見
る
。

⑦�
「
直
物
」
と
書
く
。
や
た
ら
に
。
ひ
た
す
ら
。

⑧�

「
怒
」
の
書
き
誤
り
。

⑨�

水
戸
藩
主
徳
川
光
圀
（
一
六
二
八
～
一
七
〇
〇
）。
唐
の
門
下

省
の
次
官
を
黄
門
侍
郎
と
い
い
、
そ
の
職
掌
に
似
て
い
る
こ
と
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か
ら
中
納
言
を
黄
門
と
呼
び
、
中
納
言
で
あ
っ
た
徳
川
光
圀
を

さ
す
。
儒
学
を
奨
励
し
、
彰
考
館
を
置
き
『
大
日
本
史
』
を
著

し
た
。

⑩�

工
夫
と
同
じ
。

⑪�

「
域
」
の
書
き
誤
り
。

【
現
代
語
訳
】

楽
正
子
春
が
足
を
傷
つ
け
、
孝
を
忘
れ
て
い
た
こ
と
を
悩
ん

だ
。
こ
れ
は
行
き
過
ぎ
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
君
子
は
真
っ
白

な
紙
の
よ
う
な
も
の
で
、
小
人
は
紺
色
の
紙
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
そ
の
他
の
中
間
の
人
は
、
黄
色
や
青
や
青
緑
や
赤
の
色
の
紙

が
あ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
白
い
紙
は
、
一
点
の
墨
が
付
い
た
だ
け

で
精
白
紙
で
は
な
く
な
る
。
本
人
自
身
も
そ
う
な
っ
た
こ
と
を
悩

み
、
そ
ば
の
人
た
ち
も
ま
た
穢
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
残
念
が

る
。
君
子
が
小
さ
な
過
ち
を
心
配
す
る
の
は
こ
の
よ
う
な
も
の

だ
。
小
人
の
場
合
、
紺
色
の
紙
に
白
い
一
点
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
を

飾
っ
て
、
世
に
も
珍
し
い
も
の
だ
と
思
っ
て
人
に
誇
る
。
そ
の
紙

の
全
体
に
墨
を
こ
ぼ
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
心
配
し
な
い
。
ま

た
、
こ
れ
を
見
分
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
青
・
黄
・

緑
・
赤
の
紙
の
場
合
は
、
小
さ
な
キ
ズ
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
心
配

す
る
こ
と
も
な
く
、
小
さ
な
白
い
点
が
あ
っ
て
も
誇
ら
な
い
。

少
々
の
キ
ズ
が
あ
っ
て
も
濃
い
色
に
な
る
ほ
ど
、
な
お
さ
ら
大
き

な
キ
ズ
を
厭
わ
な
い
。
だ
ん
だ
ん
と
薄
い
色
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
ま
す
ま
す
小
さ
な
キ
ズ
を
恐
れ
る
。
だ
か
ら
君
子
は
、
不
正

の
色
を
視
ず
、
不
正
の
言
を
聴
か
ず
、
不
正
の
こ
と
を
い
わ
ず
、

不
正
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
ず
、
た
だ
戦
々
兢
々
と
お
そ
れ
つ
つ

し
み
、
薄
氷
を
踏
む
よ
う
に
、
深
い
淵
に
臨
む
よ
う
に
し
て
、
我

が
身
を
汚
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
の
で
あ
る
。

小
人
は
こ
れ
に
反
し
て
、
た
だ
ひ
と
え
に
人
を
聖
賢
と
し
て
見

る
か
ら
、
一
点
の
キ
ズ
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
非
難
し
、
人
か
ら
恩
恵

を
得
よ
う
と
思
い
、
安
楽
を
得
よ
う
と
思
い
、
自
分
を
大
目
に
見

な
い
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
人
を
責
め
、
ひ
た
す
ら
人
を
君
子
と
見

な
そ
う
と
す
る
。
一
方
、
自
身
を
愚
か
者
と
見
て
い
る
か
ら
、
大

き
な
キ
ズ
が
あ
っ
て
も
人
が
正
す
の
を
怒
り
、
人
に
恩
恵
や
安
楽

を
与
え
な
い
。
人
に
向
か
っ
て
寛
容
に
な
ら
ず
、
わ
が
ま
ま
で
自

分
を
小
人
と
見
な
そ
う
と
す
る
。

水
戸
黄
門
公
は
「
君
主
は
無
理
を
い
う
も
の
と
思
う
べ
し
。
臣

下
は
行
き
届
か
な
い
も
の
だ
と
思
う
べ
し
」
と
言
っ
た
。
だ
か

ら
、
私
は
次
の
よ
う
に
言
お
う
、「
人
は
小
人
だ
と
思
う
べ
し
。

行
き
届
か
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
人
は
盗
賊
だ
と
思
う
べ
し
。

盗
ま
な
か
っ
た
ら
君
子
で
あ
る
。
自
分
は
君
子
だ
と
思
う
べ
し
。

盗
ん
だ
ら
盗
賊
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
慎
む
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
は
君
子
だ
と
思
う
べ
し
。
行
き
届
か
な
け
れ
ば
小
人
に
な
っ

て
し
ま
う
か
ら
、
慎
む
こ
と
が
で
き
る
」
と
。
こ
れ
を
日
常
の
ど

（ 6 ）



ん
な
場
合
で
も
工
夫
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
、
楽
正
子
春
の
域
に

達
す
れ
ば
、
何
を
怨
む
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
な
に
を
恐
れ
る
こ
と

が
あ
ろ
う
か
。

三
、
五
行
災
異

史
記
八
書
①
ノ
内
、歴
書
②
・
天
官
書
③
ナ
ド
ノ
妄モ
ウ

誕タ
ン

云
ベ
カ
ラ
ズ
。

大
史
公
④
ノ
時
ノ
天
学
ハ
カ
ヽ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
ソ
ノ
余
五
行
・
陰

陽
・
鬼
神
・
仙
術
⑤
ニ
渉ワ
タ

ル
書
ル
イ
、
且か
つ

医
書
ノ
ル
イ
用
ユ
ベ
カ

ラ
ザ
ル
コ
ト
多
シ
。
ミ
ナ
コ
レ
古
書
ノ
コ
ト
ユ
ヘ
ニ
ソ
ノ
マ
ヽ
ニ

テ
措ヲ
キ

テ
論
ゼ
ズ
シ
テ
シ
カ
ル
ベ
シ
。
我わ
が

神
代
ノ
書
モ
亦
シ
カ
リ
。

ス
ベ
テ
大
部
ノ
書
ハ
煩ハ
ン

雑ザ
ツ

多
シ
。
孟
子
曰
、「
尽
コ
ト
〳
〵
ク

信シ
ン
セ
バレ
書
ヲ
、
不
レ

如
カ

レ
無
キ
ニ

レ
書
」
ト
⑥
。
コ
ノ
語
、
拳ケ
ン

々〳
〵

服フ
ク

膺ヨ
ウ

⑦
シ
テ
書
ヲ
ヨ
ム

ベ
シ
。
シ
カ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
初
学
ヨ
リ
疑
ヲ
抱イ
ダ

キ
テ
学
ブ
ベ
キ
ニ

ア
ラ
ズ
。
ダ
ン
〳
〵
ト
熟
シ
テ
ソ
ノ
智
、
明
ラ
カ
ニ
ナ
リ
タ
ラ
バ

分
ル
ベ
シ
。
然し
か

リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
史
記
ニ
限
ラ
ス
、
班
固
ノ
漢
書
⑧

ヨ
リ
シ
テ
歴
代
ノ
諸
書
、
凡
お
よ
そ

五
行
災
異
⑨
ニ
カ
ヽ
リ
タ
ル
コ
ト
ハ
、

ミ
ナ
杜ず

撰さ
ん

妄
説
多
シ
。
蓋ケ
ダ

シ
五
行
災
◦
⑩
異
端
ノ
一
流
ノ
ア
リ
テ
、

讖シ
ン

緯イ

⑪
ヲ
ト
リ
マ
ゼ
テ
世
ヲ
惑
ハ
ス
。
漢
ノ
寸と
き

大お
お
いニ

行
ハ
レ
、
儒

学
ノ
中
ヘ
マ
ジ
リ
込コ
ミ

テ
、
天
下
公
共
ノ
道
ト
ナ
リ
テ
、
此
ヲ
断
然

ト
攘
ジ
ヤ
ウ

斥セ
キ

⑫
ス
ル
人
少す
く
なシ
。
人
ニ
ヨ
リ
好
不
好
ノ
浅
深
ア
ル
ノ
ミ
ニ

テ
、
一
向
ニ
ト
リ
上
ザ
ル
学
者
ナ
シ
。
程
朱
⑬
ニ
テ
モ
少
シ
ヅ
ヽ

ハ
コ
ノ
病へ
い

ア
リ
。
況い
は
んヤ
ソ
ノ
他
ヲ
ヤ
。
我わ
が

邦く
に

ノ
先
輩
ト
イ
ヘ
ド
モ

ミ
ナ
シ
カ
リ
。
今
ノ
世
ニ
テ
モ
コ
レ
ヲ
信
ゼ
ズ
破
ル
モ
ノ
ハ
中
井

ノ
門
⑭
ノ
ミ
。
世
上
ハ
ミ
ナ
浅
深
ノ
惑
ヲ
免ま
ぬ

カ
レ
ズ
。
ツ
イ
ニ
ハ

神
仏
ニ
陥
リ
テ
救
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ア
ル
也
。
ユ
ヘ
ニ
古
書
ノ
ミ

ニ
ア
ラ
ズ
。
医
術
ノ
中
ニ
五
行
ヲ
取と
ら

サ
ル
ハ
後
藤
・
山
脇
・
吉
益
⑮

ノ
数
流
ノ
ミ
。
ソ
ノ
余
ハ
五
行
ニ
泥な
づ

マ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。
古
聖
賢
ノ

天
ト
云
ハ
多
ク
ハ
己
ヲ
慎
ム
ノ
方
ヨ
リ
出
ル
。
畏ヲ
ソ
ルレ

天
ヲ
⑯
ノ
ル
イ

天
譴ケ
ン

⑰
ノ
ル
イ
コ
レ
ナ
リ
。
又
古
来
ヨ
リ
論
シ
タ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ

何
レ
ノ
論
モ
捨す
て

ザ
ル
ガ
ヨ
シ
ト
云
、
長
者
温
厚
ノ
論
ニ
テ
、
コ
ノ

長
者
ノ
惑
ヒ
牢カ
タ
フシ

テ
解と
く

ベ
カ
ラ
ズ
。
ス
ベ
テ
学
者
ノ
内
ニ
力り
つ

行こ
う

⑱

ヲ
ツ
ト
メ
実
学
⑲
ノ
人
ハ
、
五
行
災
異
ヲ
事
ト
セ
ズ
。
実
ニ
疾し
つ

病ぺ
い

ヲ
治
ス
ル
医
ハ
亦
五
行
ニ
泥
マ
ズ
⑳
。
実
ニ
日
月
星
辰
ヲ
推ス
イ

歩ホ

㉑

ス
ル
天
学
者
ハ
亦
五
行
災
異
ニ
惑
ハ
ザ
ル
也
。
ミ
ナ
浅
学
ニ
シ
テ

ソ
ノ
実
地
ヲ
知し
ら

ザ
ル
人
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
ミ
ナ
コ
レ
小
し
よ
う
じ
ん
の
じ
ゆ

人
儒
㉒
ノ

ア
ヤ
マ
リ
ナ
リ
。

【
注
】

①�
礼
書
・
楽
書
・
律
書
・
暦
書
・
天
官
書
・
封
禅
書
・
河
渠
書
・

平
準
書
が
あ
る
。

②�

正
し
く
は
暦
書
。
暦
の
沿
革
や
司
馬
遷
が
作
成
に
携
わ
っ
た
太

初
暦
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
。

③�

天
文
と
政
治
の
相
関
関
係
、
そ
れ
に
よ
る
吉
凶
禍
福
を
記
し
た

（ 7 ）



も
の
。

④�
司
馬
遷
の
就
い
て
い
た
太
史
令
は
、
天
文
暦
算
・
歴
史
を
つ
か

さ
ど
る
太
史
の
長
官
で
あ
っ
た
。

⑤�

五
行
は
木
火
土
金
水
を
い
い
、
万
物
は
す
べ
て
五
行
の
性
を
持

ち
循
環
す
る
と
す
る
。
陰
陽
は
、
万
物
は
陽
（
明
る
く
大
き
く

強
い
）
と
陰
（
暗
く
小
さ
く
弱
い
）
に
区
別
さ
れ
る
と
す
る
考

え
方
。
鬼
神
と
は
死
者
の
霊
魂
。
仙
術
は
不
老
長
生
を
得
て
神

仙
（
仙
人
）
に
な
る
術
を
い
う
。

⑥�

『
孟
子
』
尽
心
下
。
そ
の
一
節
は
次
の
通
り
。「
孟
子
曰
、尽
信

書
、
則
不
如
無
書
、
吾
於
武
成
、
取
二
三
策
而
已
矣
、
仁
人
無

敵
於
天
下
、
以
至
仁
伐
至
不
仁
、
而
何
其
血
之
流
杵
也
」（
孟

子
曰
く
、
尽
く
書
を
信
ず
れ
ば
、
則
ち
書
無
き
に
如
か
ず
。
吾
れ
武
成
に

於
い
て
、
二
三
の
策
を
取
る
の
み
。
仁
人
は
天
下
に
敵
無
し
。
至
仁
を
以

て
至
不
仁
を
伐
つ
、
而い

か
ん何

ぞ
其
れ
血 

杵た
て

を
流
さ
ん
や
、
と
）。
こ
こ
の

「
書
」
は
『
尚
書
（
書
経
）』
を
指
す
。
策
は
竹
簡
。

⑦�

『
中
庸
』
に
「
得
一
善
、
則
拳
拳
服
膺
、
而
弗
失
之
矣
」（
一
善

を
得
れ
ば
、
則
ち
拳
拳
服
膺
し
て
、
こ
れ
を
失
は
ず
）
と
あ
る
。
両
手

で
も
の
を
捧
げ
持
つ
よ
う
に
、
常
に
心
に
抱
い
て
忘
れ
ず
に
守

る
こ
と
。

⑧�

『
漢
書
』は
後
漢
の
班
固
撰
。
勅
を
奉
じ
て『
史
記
』に
な
ら
っ

て
書
か
れ
た
。
以
後
、
同
様
に
し
て
歴
代
に
書
か
れ
た
史
書
を

正
史
と
い
う
。

⑨�

陰
陽
五
行
説
と
災
異
説
。
災
異
説
は
自
然
災
害
や
異
常
現
象
が

天
の
譴
責
で
あ
る
と
す
る
思
想
。
そ
の
思
想
に
陰
陽
五
行
説
が

組
み
込
ま
れ
、
漢
代
に
流
行
し
た
。『
漢
書
』
五
行
志
に
は
過
去

の
事
件
を
災
異
説
で
解
釈
す
る
具
体
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

⑩�

本
文
中
の
「
◦
」
の
右
に
「
◦
異
ト
云い
う

」
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

こ
こ
に
こ
の
三
字
が
抜
け
て
い
る
と
い
う
意
。

⑪�

前
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て
流
行
し
た
未
来
予
言
説
。
讖
は
未
来

予
言
の
こ
と
。
緯
は
緯
書
の
こ
と
で
、
経
書
を
漢
代
に
流
行
し

た
神
秘
思
想
（
天
人
合
一
説
・
災
異
説
な
ど
）
を
も
っ
て
解
釈

し
た
書
。
易
緯
・
書
緯
・
詩
緯
・
春
秋
緯
・
孝
経
緯
な
ど
。

⑫�

こ
の
二
字
の
左
に
「
シ
リ
ゾ
ク
ル
」
と
書
き
込
み
が
あ
る
。
排

斥
す
る
意
。

⑬�

二
程
子
す
な
わ
ち
北
宋
の
程
顥
（
明
道
）・
程
頤
（
伊
川
）
と

南
宋
の
朱
熹
（
朱
子
）。
朱
子
は
二
程
子
の
影
響
を
受
け
て
朱

子
学
を
大
成
し
た
。

⑭�

大
坂
の
懐
徳
堂
の
中
井
一
門
。

⑮�

後
藤
艮こ
ん

山ざ
ん

・
山
脇
東
洋
・
吉
益
東
洞
。
後
藤
艮
山
（
一
六
五

九
～
一
七
三
三
）
は
日
本
古
方
派
の
祖
と
い
わ
れ
る
。
山
脇
東

洋
（
一
七
〇
五
～
一
七
六
二
）
は
、
実
験
医
学
の
先
駆
者
。
刑

死
体
を
解
剖
、
そ
の
結
果
を
「
蔵
志
」
に
記
述
し
旧
説
の
誤
り

を
指
摘
し
た
。
吉
益
東
洞
（
一
七
〇
二
～
一
七
七
三
）
は
、
中

国
の
古
医
方
を
研
究
し
、
親
試
実
験
を
重
ん
じ
て
、
科
学
的
な
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医
学
研
究
の
道
を
開
い
た
。
な
お
、
古
方
派
と
は
江
戸
時
代
の

漢
方
の
医
家
の
流
派
。
思
弁
的
観
念
的
傾
向
を
強
め
た
金
・
元

以
後
の
医
学
（
後
世
派
）
を
批
判
し
、
経
験
と
実
証
を
重
ん
じ

る
古
代
医
学
の
精
神
に
基
づ
い
た
治
療
の
改
革
を
主
張
し
た
。

江
戸
前
期
の
名
古
屋
玄
医
に
端
を
発
し
、
後
藤
艮
山
に
よ
り
確

立
さ
れ
、
山
脇
東
洋
・
吉
益
東
洞
ら
が
こ
の
派
に
属
す
る
。

⑯�

『
孟
子
』梁
恵
王
下
。
そ
の
一
節
は
次
の
通
り
。「
以
大
事
小
者
、

楽
天
者
也
、
以
小
事
大
者
、
畏
天
者
也
、
楽
天
者
保
天
下
、
畏

天
者
、
保
其
国
、
詩
云
、
畏
天
之
威
、
于
時
保
之
」（
大
を
以
て

小
に
事
ふ
る
者
は
、
天
を
楽
し
む
者
な
り
。
小
を
以
て
大
に
事
ふ
る
者
は
、

天
を
畏
る
る
者
な
り
。
天
を
楽
し
む
者
は
天
下
を
保
ち
、
天
を
畏
る
る
者

は
其
の
国
を
保
つ
。
詩
に
云
ふ
、天
の
威
を
畏
れ
て
、時こ

こ

に
こ
れ
を
保
ん
ず
、

と
）。
引
用
さ
れ
た
詩
は
『
詩
経
』
周
頌
・
我
将
篇
。

⑰�

譴
の
左
に
「
セ
メ
」
と
書
き
込
み
が
あ
る
。
譴
責
、
と
が
め
。

⑱�

努
力
し
て
実
行
す
る
。

⑲�

実
用
の
学
問
。
理
論
よ
り
事
実
を
重
ん
じ
、
実
際
に
役
立
つ
学

問
。
朱
熹
『
中
庸
章
句
』
序
に
「
其
味
無
窮
、
皆
実
学
也
」（
其

の
味
、
窮
ま
る
無
し
。
皆
な
実
学
な
り
）
と
あ
る
。

⑳�

拘
泥
し
な
い
。

㉑�

日
月
五
星
の
運
行
を
推
し
て
暦
を
作
る
を
い
う
。い
わ
ゆ
る「
天

文
推
歩
之
術
」。

㉒�

『
論
語
』
雍
也
篇
に
「
子
謂
子
夏
曰
、
女
爲
君
子
儒
、
無
爲
小

人
儒
」（
子
、
子
夏
に
謂
ひ
て
曰
く
、
女な

ん
じ

、
君
子
の
儒
と
為
れ
。
小
人

の
儒
と
為
る
こ
と
無
か
れ
）
と
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

『
史
記
』
八
書
の
中
で
、
暦
書
・
天
官
書
な
ど
の
で
た
ら
め
ぶ

り
は
口
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
太
史
公
の
時
代
の
天
文
学
は

こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
五
行
・
陰
陽
・

鬼
神
・
仙
術
に
関
わ
る
書
の
類
、
ま
た
医
書
の
類
は
用
い
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
が
多
い
。
み
な
こ
れ
ら
は
古
い
書
な
の
で
、
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
論
じ
な
い
で
お
く
べ
き
で
あ
る
。
我
が
日

本
の
神
代
の
書
も
同
様
で
あ
る
。
す
べ
て
大
部
の
書
に
は
煩
雑
な

と
こ
ろ
が
多
い
。
孟
子
も
「
す
べ
て
尚
書
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
尚

書
は
な
い
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
う
。
こ
の
こ
と
ば
を
大
事
に
胸
に

銘
記
し
て
書
物
を
読
む
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
入
門
当
初
よ
り
疑
い
を
抱
い
て
学
ぶ
べ
き
で

は
な
い
。
だ
ん
だ
ん
と
学
問
が
熟
し
て
い
き
、
知
識
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
く
と
わ
か
る
だ
ろ
う
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、『
史
記
』

に
限
ら
ず
、
班
固
の
『
漢
書
』
以
降
の
歴
代
の
諸
書
に
お
い
て

も
、
す
べ
て
五
行
災
異
に
関
し
た
こ
と
は
、
み
な
杜
撰
で
で
た
ら

め
が
多
い
。

思
う
に
、
五
行
災
異
と
い
う
異
端
の
流
派
が
あ
っ
て
、
讖
緯
説

を
取
り
混
ぜ
て
世
を
迷
わ
せ
た
。
漢
代
に
大
流
行
し
儒
学
の
中
に

（ 9 ）



混
入
し
て
天
下
公
共
の
道
と
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
き
っ
ぱ
り
と

排
斥
す
る
者
は
少
な
い
。
人
に
よ
っ
て
好
き
嫌
い
の
程
度
の
差
が

あ
る
だ
け
で
、
全
く
採
り
上
げ
な
い
学
者
は
い
な
い
。
程
子
や
朱

子
で
さ
え
少
し
ず
つ
こ
の
欠
点
を
持
っ
て
い
る
。
ま
し
て
、
そ
の

ほ
か
の
学
者
に
お
い
て
は
な
お
の
こ
と
だ
。

日
本
の
先
輩
学
者
と
い
っ
て
も
み
な
同
様
で
あ
る
。
現
在
、
こ

れ
を
信
じ
な
い
で
打
破
す
る
の
は
中
井
一
門
だ
け
で
あ
る
。
世
の

中
で
は
、
み
な
程
度
の
差
は
あ
れ
ど
迷
い
か
ら
免
れ
て
い
な
い
。

中
に
は
神
仏
に
は
ま
り
、
救
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
も
あ
る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
古
い
書
物
だ
け
に
限
ら
な
い

の
で
あ
る
。
医
術
の
う
ち
で
五
行
を
採
用
し
な
い
の
は
、
後
藤
・

山
脇
・
吉
益
の
数
流
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
は
、
五
行
に
こ
だ

わ
っ
て
い
な
い
も
の
は
な
い
。

昔
の
聖
賢
が
「
天
」
を
持
ち
出
す
の
は
、
多
く
は
自
分
自
身
を

慎
む
こ
と
か
ら
出
て
く
る
。「
天
を
畏
る
」
の
類
や
「
天
譴
」
の

類
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
ま
た
、
古
来
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と

な
の
で
、
ど
の
論
も
捨
て
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
の
は
、
年
長

者
の
温
厚
な
論
で
あ
る
が
、
こ
の
年
長
者
の
迷
い
は
と
て
も
堅
固

で
あ
る
か
ら
解
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

す
べ
て
の
学
者
の
な
か
で
、
努
力
実
行
し
て
実
学
に
つ
と
め
る

人
は
、
五
行
災
異
を
問
題
に
し
な
い
。
実
際
に
病
気
を
治
療
す
る

医
師
も
同
様
に
五
行
に
は
拘
泥
し
な
い
。
実
際
に
太
陽
や
月
や
星

を
観
測
し
て
暦
を
作
る
天
文
学
者
も
、
五
行
災
異
に
は
迷
わ
な
い

の
で
あ
る
。
迷
う
の
は
、
み
な
学
問
に
浅
く
、
実
際
の
こ
と
を
知

ら
な
い
人
で
あ
る
。
み
な
こ
れ
は
小
人
儒
の
誤
っ
た
考
え
で
あ

る
。

四
、
タ
メ
と
読
む
「
為
」 

為
ノ
字
、「
タ
メ
」
ト
ヨ
ム
コ
ト
ハ
少す
く
なシ

。「
タ
メ
」
ハ
去
声
①
也
。

「
為タ
メ

レ
人
ノ
」「
為
レ
己
ノ
」「
為
レ
君
ノ
」「
為
レ
父
ノ
」
ノ
類
ノ
ミ
ナ
リ
。

ユ
ヘ
ニ
四
書
ノ
註
ミ
ナ
「
タ
メ
」
ト
云い
う

寸と
き

ハ
去
声
ト
ス
②
。「
ス

ル
」「
ナ
ス
」「
ナ
ル
」「
ヲ
サ
ム
ル
」
等
ノ
ト
キ
ハ
、
ミ
ナ
平
声
ニ

シ
テ
本
音を
ん

ナ
リ
。
ユ
ヘ
ニ
音
註
ナ
シ
。「
為ナ
ル

二
ー
ー
ノ

所
ト
コ
ロ
ト

一
レ
ー
ス
ル
」

ト
云
ト
キ
ハ
、
ミ
ナ
平
声
ナ
リ
。
シ
カ
レ
バ
「
為
タ
メ
ニ

二
ー
ー
ノ

一
所ラ
ル

レ

ト
セ
③
」
ト
ハ
ヨ
ム
ベ
カ
ラ
ズ
。
シ
カ
ル
ニ
我
邦
カ
ク
ヨ
ミ
来
レ

リ
。
コ
ノ
コ
ト
ニ
心
付
タ
ル
ハ
我
中
井
氏
ノ
門
ノ
ミ
。
コ
ノ
始
ハ

十
八
史
略
ノ
音
註
ニ
去
声
ト
セ
シ
ヨ
リ
来
ル
ナ
ラ
ン
④
。
大
日
本

史
⑤
此こ
の

誤
リ
ヲ
ヲ
ソ
ヒ
テ
、「
為
タ
メ
ニ

二
ー
ー
ノ

一
見ラ
ル

レ
ー
セ
」
ト
云
コ
ト

多
シ
。
所
・
見
ノ
差た
が

ヒ
大
ニ
過ア
ヤ
マレ
リ
。
為
ヲ
平
声
ニ
ヨ
メ
ハ
所
ハ

「
ト
コ
ロ
」
ト
ヨ
ミ
テ
、「
ラ
ル
」
ト
ヨ
マ
ズ
。（
欄
外
︰
所
ノ
字

ニ
「
ラ
ル
ヽ
」
ノ
意
ナ
シ
。）
見
ハ
「
ラ
ル
ヽ
」
ノ
外
ヨ
ム
ベ
カ

ラ
ズ
。
孟
子
ニ
「
盆
成
括
見
ル

レ
殺
サ
」⑥
ハ
上
ニ
為
ノ
字
ナ
シ
。
漢

文
ニ
為
ノ
字
上
ニ
ア
レ
ハ
、
下
ニ
所
ノ
字
ア
リ
。
見
ヲ
用
ヒ
タ
ル
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例
ナ
シ
。（
欄
外
︰
史
記
ニ
上
ニ
為
ア
リ
テ
下
ニ
所
ナ
キ
ア
リ
。

コ
レ
ハ
去
声
也
。）
又
上
ニ
為
ノ
字
ヲ
ヲ
キ
テ
「
誰
ノ
為
ニ
殺
サ

ル
」
ト
ヨ
ム
ト
キ
ハ
、「
誰
ニ
コ
ロ
サ
ル
」
ト
云
コ
ト
ニ
ナ
ル
。

（
欄
外
︰
「
ニ
」
ト
云
ハ
、
タ
レ
ニ
コ
ロ
サ
ル
ト
云
コ
ト
ナ
リ
。）

シ
カ
レ
ド
モ
為
ノ
字
、
和
文
ニ
「
ニ
」
ニ
ア
タ
ル
コ
ト
ナ
シ
。

「
君
ガ
タ
メ
」、「
誰
ガ
タ
メ
」
ト
ノ
ミ
ニ
テ
、
決
シ
テ
「
ニ
」
ノ

所
ニ
用
ヒ
ザ
ル
ナ
リ
。
漢
ニ
テ
ハ
音ヲ
ン

ニ
テ
ヨ
ミ
下
ス
ユ
ヘ
、
日
本

ノ
点
ヲ
ツ
ケ
テ
カ
ヘ
リ
ヨ
ミ
ニ
ス
ル
ト
ハ
大
ニ
異
ナ
リ
。
カ
ヽ
ル

処
ニ
テ
心
得
タ
ガ
ヒ
多
シ
。

【
注
】

①�

漢
字
の
発
音
に
は
四
つ
の
声
調
（
平
声
・
上
声
・
去
声
・
入

声
）
が
あ
る
。
去
声
は
終
わ
り
が
下
が
り
弱
く
な
る
発
音
の
し

か
た
を
い
う
。
現
代
中
国
語
の
四
声
と
は
異
な
る
。

②�

「
四
書
ノ
註
」
は
四
書
（『
論
語
』『
孟
子
』『
大
学
』『
中
庸
』）

の
朱
子
の
註
を
い
う
。「
為
」
を
「
タ
メ
」
と
読
む
場
合
に
去

声
と
す
る
一
例
は
以
下
の
通
り
。『
論
語
』
先
進
「
季
氏
富
於

周
公
、
而
求
也
、
為
之
聚
斂
而
附
益
之
（
朱
注
）
為
、
去
声
」

③�

「
ト
」
は
「
ー
」
の
書
き
誤
り
。

④�

『
十
八
史
略
』
は
元
の
曽
先
之
が
『
史
記
』
以
下
、
十
八
の
史

書
か
ら
重
要
で
興
味
深
い
話
を
集
め
た
書
。「
十
八
史
」
は
『
史

記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』『
三
国
志
』『
晋
書
』『
宋
書
』『
南
斉

書
』『
梁
書
』『
陳
書
』『（
北
）
魏
書
』『
北
斉
書
』『
北
周
書
』『
隋

書
』『
南
史
』『
北
史
』『
新
唐
書
』『
新
五
代
史
』
の
正
史
「
十

七
史
」に『
続
宋
編
年
資
治
通
鑑
』『
続
宋
中
興
編
年
資
治
通
鑑
』

を
一
つ
に
数
え
て
加
え
た
も
の
。『
十
八
史
略
』で「
為
―
所
―
」

の
「
為
」
に
「
去
声
」
と
音
註
し
た
例
を
あ
げ
て
お
く
。「
審

食
其
従
太
公
呂
氏
間
行
、
遇
楚
軍
、
為
楚
所
獲
、
常
置
軍
中
為

質
（
注
）
為
楚
之
為
、
去
声
」（
西
漢
篇
）

⑤�

徳
川
光
圀
撰
。
神
武
天
皇
か
ら
後
小
松
天
皇
ま
で
の
歴
史
。
三

九
七
巻
。
漢
文
の
紀
伝
体
。
一
六
五
七
年
に
史
局
を
設
け
て
着

手
、
光
圀
没
後
も
編
集
を
続
け
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年

完
成
。

⑥�

『
孟
子
』
尽
心
下
。

【
現
代
語
訳
】

為
の
字
を
「
た
め
」
と
読
む
こ
と
は
少
な
い
。「
た
め
」
の
場

合
は
去
声
で
あ
る
。「
為
人
（
人
の
た
め
）」「
為
己
（
己
の
た
め
）」

「
為
君
（
君
の
た
め
）」「
為
父
（
父
の
た
め
）」
の
類
だ
け
で
あ

る
。
だ
か
ら
朱
子
の
四
書
の
註
で
は
、
ど
れ
も
「
た
め
」
と
読
む

と
き
は
去
声
と
し
て
い
る
。「
す
る
」「
な
す
」「
な
る
」「
お
さ
む

る
」
等
の
と
き
は
、
み
な
平
声
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
本
来
の
音
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
場
合
は
音
注
が
な
い
。

「
為
―
所
―
（
―
の
―
す
る
所
と
為な

る
）」
と
い
う
と
き
は
、
み

（ 11 ）



な
平
声
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
「
―
の
為た
め

に
―
せ
所ら
る

」
と
は

読
ん
で
は
い
け
な
い
。
そ
れ
な
の
に
我
が
国
で
は
こ
の
よ
う
に
読

ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
の
は
我
が
中

井
一
門
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
始
ま
り
は
、『
十
八
史
略
』
の
音
注

で
為
を
去
声
と
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。『
大
日
本
史
』
が
こ
の

誤
り
を
引
き
継
ぎ
、「
―
の
為た
め

に
―
せ
見ら

る
」
と
い
う
こ
と
が
多

い
。
所
と
見
の
違
い
を
大
い
に
誤
っ
て
い
る
。

為
を
平
声
に
読
め
ば
、
所
は
「
と
こ
ろ
」
と
読
ん
で
、「
ら
る
」

と
は
読
ま
な
い
。（
欄
外
︰
所
の
字
に
「
ら
る
る
」
の
意
味
は
な

い
。）
見
は
「
ら
る
る
」
の
ほ
か
に
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
。『
孟

子
』
に
あ
る
「
盆
成
括
見
殺
（
盆
成
括
殺
さ
る
）」
は
、
上
に
為

の
字
が
な
い
。
漢
文
で
（
受
け
身
の
表
現
の
場
合
）
為
の
字
が
上

に
あ
れ
ば
、
下
に
所
の
字
が
あ
る
。（
為
が
上
に
あ
っ
て
下
に
）

見
を
用
い
た
例
は
な
い
。（
欄
外
︰
『
史
記
』
に
、
上
に
為
が

あ
っ
て
下
に
所
が
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
去
声
で
あ
る
。）

ま
た
、
上
に
為
の
字
を
置
い
て
「
誰
の
為
に
殺
さ
る
」
と
読
む

と
き
は
、「
誰
に
（
よ
っ
て
）
こ
ろ
さ
れ
た
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
。（
欄
外
︰
「
に
」
と
い
う
は
、
だ
れ
に
殺
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。）
し
か
し
、
為
の
字
は
、
和
文
に
お
い
て
「
に
（
よ
っ

て
）」
に
当
た
る
こ
と
は
な
い
。「
君
が
た
め
」「
誰
が
た
め
」
と

い
う
の
み
で
、
決
し
て
「
に
」
の
所
に
用
い
な
い
。
中
国
で
は
音

で
読
み
下
す
か
ら
、
日
本
の
返
り
点
を
つ
け
て
返
読
す
る
と
は
ず

い
ぶ
ん
と
違
う
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
心
得
違
い
が
多
い
。

五
、『
蒙
求
』

蒙
求
①

ノ
「
鮑ほ
う

靚せ
い

記
シ

レ
井
ヲ
」②
「
羊よ
う

祜こ

識シ
ル
スレ　

環
タ
マ
キ
ヲ」③
ノ
語
（
欄

外
︰
ト
モ
ニ
晋
書
）
及
ビ
ソ
ノ
余
妄
説
多
シ
。
ス
ベ
テ
蒙
求
・
世

説
④
ノ
ル
イ
ハ
俗
書
ニ
シ
テ
儒
書
ニ
ア
ラ
ズ
。
野ヤ

乗ゼ
ウ

⑤
・
卑ヒ

説セ
ツ

⑥

ヲ
采ト
ル

コ
ト
多
シ
。（
欄
外
︰
世
説
・
蒙
求
ハ
ミ
ナ
出
処
ア
リ
テ
歴

史
及
ヒ
卑
説
ヲ
用
ユ
。）
大
テ
イ
仏
法
中
国
ニ
入
タ
ル
後
ノ
書
ハ
、

カ
ヽ
俗
説
多
シ
。
尭
・
舜
・
孔
・
孟
ノ
道
ヲ
述
タ
ル
書
コ
ソ
儒
書

ト
云
ベ
シ
。
シ
カ
ル
ニ
我
邦
ニ
テ
ハ
四
角
ナ
ル
字
ノ
書
冊
ハ
、
ミ

ナ
儒
書
ト
思
ヘ
リ
。
中
古
文
学
⑦
行
ハ
レ
シ
寸と
き

モ
詩
文
・
歴
史
ヲ

主
ト
シ
、
ソ
ノ
余
俗
書
ヲ
ヨ
ミ
テ
、
四
書
五
経
ヲ
熟
読
シ
タ
ル
人

少
シ
。
ユ
ヘ
ニ
勧か
ん

学が
く

院い
ん

ノ
雀
モ
論
語
ヲ
サ
ヘ
ヅ
ラ
ズ
シ
テ
、
蒙
求

ヲ
サ
ヘ
ヅ
ル
⑧
。
ヲ
シ
ム
ベ
キ
カ
ナ
。
大
テ
イ
コ
ノ
時
分
ノ
学
者

ハ
ミ
ナ
コ
ノ
雀
ノ
師
ナ
リ
。

【
注
】

①�
書
名
。
李
瀚
（
唐
末
～
五
代
後
晋
）
撰
。
古
人
の
逸
話
を
類
集

し
た
も
の
で
、
た
と
え
ば
「
孫
康
映
雪
、
車
胤
聚
蛍
」（
孫
康
は

雪
に
映
じ
、
車
胤
は
蛍
を
聚
む
）
の
よ
う
に
、
こ
ど
も
が
記
憶
し
や

す
い
よ
う
に
類
似
す
る
逸
話
を
四
字
句
の
対
句
に
し
て
あ
る
。
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書
名
は
『
易
経
』
蒙
卦
に
「
童
蒙
求
我
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。

②�
『
晋
書
』
巻
九
十
五
芸
術
伝
（
芸
術
は
卜
祝
筮
匠
の
技
を
い
い
、芸
術

伝
は
『
晋
書
』『
周
書
』『
北
史
』『
隋
書
』
に
あ
る
）「
鮑
靚
字
太
玄
、

東
海
人
也
、
年
五
歳
、
語
父
母
云
、
本
是
曲
陽
李
家
児
、
九
歳

墜
井
、
其
父
母
尋
訪
得
李
氏
、
推
問
皆
符
験
」。
鮑
靚
は
五
歳

の
と
き
、
父
母
に
自
分
は
も
と
は
曲
陽
の
李
家
の
子
で
、
九
歳

の
と
き
井
戸
に
落
ち
た
と
語
っ
た
。
父
母
が
李
家
を
訪
ね
る
と

鮑
靚
の
言
っ
た
通
り
で
あ
っ
た
。

③�

『
晋
書
』
巻
三
十
四
「
羊
祜
字
叔
子
、
泰
山
南
城
人
也
、
世
吏

二
千
石
、
至
祜
九
世
、
並
以
清
徳
聞
、（
中
略
）
祜
年
五
歳
、

時
令
乳
母
取
所
弄
金
環
、
乳
母
曰
、
汝
先
無
此
物
、
祜
即
詣
鄰

人
李
氏
、
東
垣
桑
樹
中
探
得
之
、
主
人
驚
曰
、
此
吾
亡
児
所
失

物
也
、
云
何
持
去
。
乳
母
具
言
之
、
李
氏
悲
惋
、
時
人
異
之
、

謂
李
氏
子
則
祜
之
前
身
也
」。
泰
山
南
城
の
名
家
の
九
世
に
あ

た
る
羊
祜
は
、
五
歳
の
と
き
乳
母
に
お
も
ち
ゃ
に
し
て
い
た
金

の
環
を
持
っ
て
こ
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
乳
母
が
そ
ん
な
も
の
は

な
い
と
い
っ
た
の
で
、
隣
の
李
家
に
行
き
、
東
の
垣
根
の
桑
の

木
を
探
す
と
出
て
き
た
。
李
家
の
主
人
が
驚
い
て
、
こ
れ
は
う

ち
の
子
が
な
く
し
た
物
、
ど
う
し
て
持
っ
て
行
く
の
か
と
い
っ

た
。
乳
母
が
わ
け
を
い
う
と
、
李
氏
は
嘆
き
悲
し
ん
だ
。
つ
ま

り
李
家
の
こ
ど
も
が
羊
祜
の
前
身
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

④�

『
世
説
新
語
』。
南
朝
宋
の
劉
義
慶
撰
。
後
漢
か
ら
東
晋
ま
で
の

名
士
の
逸
話
を
集
め
た
書
。

⑤�

民
間
私
撰
の
歴
史
書
。
稗
史
、
私
史
、
野
史
と
も
い
う
。「
乗
」

は
記
載
の
意
。

⑥�

取
る
に
足
り
な
い
俗
説
。
小
説
と
同
義
。
六
朝
時
代
は
珍
し
い

事
象
を
書
き
記
し
た
志
怪
小
説
や
人
物
を
め
ぐ
る
志
人
小
説
が

流
行
し
た
。

⑦�

こ
の「
文
学
」は
学
問
の
意
。
岩
波
本
は「
文
字
」と
し
て
い
る
。

⑧�

勧
学
院
は
、
八
二
一
（
弘
仁
十
二
）
年
、
藤
原
冬
嗣
が
大
学
寮

に
学
ぶ
一
門
の
子
弟
の
寄
宿
舎
と
し
て
創
立
し
鎌
倉
時
代
ま
で

存
続
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
方
、
大
寺
院
の
山
内
に
設
け

る
学
僧
養
成
の
施
設
を
も
さ
す
よ
う
に
な
っ
た
。「
勧
学
院
の

雀
は
蒙
求
を
囀
る
」
と
は
、
学
僧
が
『
蒙
求
』
を
読
む
の
を
雀

が
聞
き
覚
え
て
こ
れ
を
さ
え
ず
る
と
い
う
意
で
、
常
に
聞
き
慣

れ
て
い
る
こ
と
は
自
然
に
覚
え
る
こ
と
を
い
う
。「
門
前
の
小

僧
習
わ
ぬ
経
を
読
む
」
と
同
意
。

【
現
代
語
訳
】

『
蒙
求
』
の
「
鮑
靚
記
井
」「
羊
祜
識
環
」
の
話
（
欄
外
︰
と
も

に
『
晋
書
』
に
拠
る
）、
お
よ
び
そ
の
他
の
話
に
は
で
た
ら
め
な

も
の
が
多
い
。
す
べ
て
『
蒙
求
』
や
『
世
説
新
語
』
の
類
は
、
俗

書
で
あ
っ
て
儒
書
で
は
な
い
。
民
間
で
作
ら
れ
た
俗
史
俗
説
か
ら

採
っ
た
も
の
が
多
い
。（
欄
外
︰『
世
説
新
語
』
や
『
蒙
求
』
の
話
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に
は
ど
れ
も
出
典
が
あ
っ
て
、
歴
史
や
俗
説
を
用
い
て
い
る
。）

た
い
て
い
仏
教
が
中
国
に
入
っ
た
の
ち
の
書
は
、
こ
の
よ
う
な

俗
説
が
多
い
。
堯
・
舜
や
孔
・
孟
の
道
を
述
べ
た
書
こ
そ
儒
書
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
我
が
国
で
は
、
四
角
い
文
字
（
漢

字
）
の
書
物
は
ど
れ
も
儒
学
の
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。
中

古
（
平
安
時
代
）
に
な
っ
て
、
学
問
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
も
、
詩
文
や
歴
史
が
中
心
で
、
そ
の
他
は
俗
書
を
読

ん
で
い
て
、
四
書
五
経
を
熟
読
し
た
人
は
少
な
い
。
だ
か
ら
勧
学

院
の
雀
も
、『
論
語
』
を
さ
え
ず
ら
な
い
で
『
蒙
求
』
を
さ
え
ず

る
の
だ
。
惜
し
い
こ
と
だ
。
た
い
て
い
の
こ
の
こ
ろ
の
学
者
は
み

な
こ
の
雀
の
師
匠
で
あ
る
。

六
、
利
と
義

ア
ル
時
宴
集
①
ニ
対つ
い

②
ヲ
論
ズ
。
曰い
わ
く、「

吉
凶
ハ
③
善
悪
・
表
裏
・

上
下
・
得
失
・
損
益
・
君
子
小
人
」
ヨ
リ
、
ツ
イ
ニ
利
害
ニ
至
ル
。

先
生
④
曰
、「
コ
レ
マ
デ
ノ
対
ハ
ミ
ナ
然
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
利
害

ヲ
以
テ
対
ト
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
諸
賢
コ
ノ
心
ユ
ヘ
、
ツ
子ね

ニ
行
ヒ
ヲ

汚け
が

ス
コ
ト
多
シ
。
利
ノ
対
ハ
義
ナ
リ
。
利
ヲ
見
レ
バ
義
ヲ
見
ル
ニ

暇イ
ト
マア
ラ
ズ
。
ユ
ヘ
ニ
利
義
ヲ
以
テ
対
ト
ス
ベ
シ
。
孔
子
「
見
レ
得
ヲ

思
フ

レ
義
ヲ
」
ト
云
⑤
。
孟
子
「
何
必
曰
フ

レ
利
ト
、
亦
有
ル

二
仁
義
一
而

已
」
ト
云
⑥
。
得
ヲ
ミ
ル
ハ
利
ナ
リ
。
コ
ノ
時
、
義
ヲ
思
ハ
ザ
レ

バ
利
ニ
ク
ラ
マ
サ
ル
ベ
シ
。仁
義
ト
イ
ハ
ズ
シ
テ
利
ト
云
ト
キ
ハ
、

亦
利
ニ
泥ナ
ヅ

ム
ナ
リ
。
ユ
ヘ
ニ
利
ノ
対
ハ
義
ナ
ル
ベ
シ
。
利
害
ヲ
以

テ
対
ト
ス
ル
人
ハ
、
ツ
子ね

ニ
害
ヲ
サ
ケ
テ
利
ニ
走
ル
ナ
リ
。
ス
ベ

テ
利
ノ
字
、
己
ニ
用
ユ
レ
バ
凶
ナ
リ
。
人
ニ
用
ユ
レ
バ
吉
ナ
リ
。

コ
レ
ヲ
味あ
じ
わフ
ベ
シ
」
ト
。

【
注
】

①�

宴
会
。

②�

二
つ
そ
ろ
っ
て
一
組
に
な
る
も
の
、
対
応
関
係
に
あ
る
も
の
を

い
う
。

③�

「
ハ
」
は
書
き
誤
り
で
、
不
要
で
あ
る
。

④�

中
井
竹ち
く

山ざ
ん

を
指
す
。

⑤�

『
論
語
』
季
氏
篇
と
子
張
篇
に
あ
る
。
ま
た
憲
問
篇
に
は
孔
子

の
言
葉
と
し
て
「
見
利
思
義
」
が
見
ら
れ
る
。

⑥�

『
孟
子
』
梁
恵
王
上
。

【
現
代
語
訳
】

あ
る
と
き
の
宴
会
で
「
対
」
に
つ
い
て
論
談
し
た
。「
吉
凶
・

善
悪
・
表
裏
・
上
下
・
得
失
・
損
益
・
君
子
小
人
」
と
あ
げ
て

い
っ
て
、「
利
害
」
に
至
っ
た
。
竹
山
先
生
は
次
の
よ
う
に
い
わ

れ
た
、「
こ
れ
ま
で
の
対
は
ど
れ
も
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
利
と

害
を
対
と
し
て
は
い
け
な
い
。
皆
さ
ん
が
そ
う
い
う
心
で
い
る
か
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ら
、
い
つ
も
行
い
を
汚
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
だ
。
利
の
対

は
義
で
あ
る
。
利
を
目
に
す
る
と
義
を
見
る
ひ
ま
が
な
く
な
る
。

だ
か
ら
利
と
義
を
対
と
す
べ
き
で
あ
る
。
孔
子
は
『
得
る
を
見
て

は
義
を
思
ふ
』
と
い
い
、
孟
子
は
『
何
ぞ
必
ず
利
を
曰
は
ん
、
亦

た
仁
義
有
る
の
み
』
と
い
わ
れ
た
。（
孔
子
の
言
葉
の
）「
得
る
を

見
る
」
と
は
利
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
義
を
思
わ
な
け
れ

ば
利
に
く
ら
ま
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。（
孟
子
が
）「
仁
義
を
い

わ
な
い
で
利
だ
け
を
い
う
」
と
い
う
の
も
、
利
に
拘
泥
し
て
い
る

こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
利
の
対
は
義
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
利
と
害
を
対
と
す
る
人
は
、
い
つ
も
害
を
避
け
て
利
に
走

る
。
す
べ
て
利
の
字
は
、（
利
己
の
よ
う
に
）
自
分
に
用
い
る
と

凶
に
な
り
、（
利
他
の
よ
う
に
）
人
に
用
い
る
と
吉
に
な
る
。
こ

れ
も
味
わ
う
べ
き
で
あ
る
」
と
。

（ 15 ）


